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矛
二
回
高
萩
市
議
会
定
例
会

は
六
月
十
八
日
午
前
十
時
か
ら

三
十
日
ま
で
市
役
所
議
場
に
お

い
て
開
か
れ
、
上
程
さ
れ
た
十

一
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議

が
行
な
わ
れ
た
結
果
、
全
議
案

を
原
案
ど
お
り
可
決
、
専
決
処

分
報
告
を
承
認
し
て
、
三
十
日

閉
会
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
審
議
さ
れ
た
議
案
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
高
萩
市
営
住
宅
設
置
条
例
の

制
定
▼
市
立
学
校
設
置
条
例
の

道
路
占
用
条
例
な
ど
を
制
定

制
定
▼
市
高
萩
海
岸
開
発
事
業

特
別
会
計
条
例
の
制
定
▼
市
幼

稚
園
設
置
条
例
の
一
部
改
正
▼

市
特
別
転
の
転
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
▽
市

非
常
勤
消
防
剛
員
に
係
る
退
転

報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例

の
制
定
▼
昭
和
鋤
年
度
同
萩
市

一
般
会
計
補
正
予
算
▼
昭
和
抑

年
度
高
萩
市
高
萩
海
岸
開
発
事

業
特
別
会
計
▲
市
道
路
古
川
条

例
の
制
定
▼
市
転
員
の
給
与
に

請
願
陳
情
の
審
査

報
告

○
下
水
溝
設
置
に
関
す
る
こ
と

○
滝
坂
道
路
落
石
予
防
○
水
田

水
不
足
解
消
○
猫
杣
狸
柵
の
増

設
及
び
銃
器
に
対
す
る
助
成
○

恥
名
字
東
谷
地
内
川
水
畑
修
理

○
環
境
衞
生
促
進
○
松
岡
中
学

校
技
術
家
庭
室
増
築
に
関
す
る

陳
情
書
等
は
そ
れ
ぞ
れ
採
沢
さ

れ
執
行
幟
間
に
送
付
さ
れ
ま
し

関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
▼
沖
繩
の

祖
国
復
帰
に
関
す

る
要
請
決
議
に
つ

い
て

鉢, 射

…

蕊

永
ら
く
ゞ
二
迷
惑
を
お
か
げ
し

て
い
ま
し
た
電
話
局
の
新
築
工

事
心
將
様
の
ご
協
力
に
よ
り
ま

し
て
順
調
に
進
詮
七
月
三
十
日

午
前
零
時
に
自
刺
電
話
へ
の
切

替
え
が
完
成
し
新
し
い
高
萩
電

報
電
謡
伺
が
誕
生
し
ま
し
た
。

永
年
使
い
慣
れ
た
磁
石
式
電

話
と
違
い
ま
し
て
、
自
動
電
話

は
謹
話
器
を
あ
げ
る
と
シ
ー
ン

と
い
う
音
が
聞
え
ま
す
。
こ
の

音
‐
を
聞
い
て
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
を

始
め
て
下
さ
い
。
相
手
が
話
中

の
と
き
ば
ブ
ー
ブ
ー
と
い
う
呼

州
青
が
聞
え
ま
す
。
話
し
が
終

っ
た
ら
吾
話
器
を
き
ち
ん
と
か

高
萩
電
報
電
話
局
舎
が
｛
元
成

｜

B＝‐‐ロ

７
月
測
日
自
動
電
話
へ
／

3万円から最高7万円まで

非
常
勤
の

消
防
団
員
に

退
恥
金
を
支

給
す
る
た
め

の
「
高
萩
市

非
常
勤
消
防

団
員
に
係
る

退
転
報
償
金

の
支
給
に
関

す
る
条
例
」

が
六
月
三
十

日
の
市
議
会

で
可
決
さ
れ

本
年
四
月
一

日
以
後
の
退

転
者
か
ら
通

用
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま

し
た
。

｜

’

け
て
下
さ
い
。
受
話
器
が
は
ず

れ
て
い
る
と
故
障
の
地
と
に
も

な
る
し
話
中
の
状
態
に
な
っ
て

堀
手
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
必
ず
き
ち
ん
と

か
け
て
下
さ
い
。

電
話
料
金
の
受
入
れ
は
従
来

郵
便
局
で
収
扱
っ
て
い
ま
し
た

が
こ
れ
か
ら
は
新
し
い
高
萩
電

報
電
話
局
又
は
も
よ
り
の
銀
行

信
用
金
庫
、
相
互
銀
行
で
取
扱

い
ま
す
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
・
（
高
萩
電
報
電
話
局
）

【
真
写
は
。
：
・
・
新
し
く
完
成
し

た
局
舎
〕

こ
の
条
例
は
、
消
防
組
織
法

に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
も

の
で
、
十
五
年
以
上
勤
務
し
て

退
転
し
た
非
常
勤
の
消
防
団
員

（
死
亡
に
よ
る
退
転
の
場
合
は

そ
の
遺
族
）
に
対
し
て
、
勤
務

年
数
と
階
級
に
応
じ
て
次
の
と

お
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
、
年
以
上
訓
年
未
満
】

団
長
五
万
円
、
副
団
長
四
万

円
、
分
団
長
、
部
長
、
班
長

三
万
五
千
円
、
団
員
三
万
円

〔
訓
年
以
上
翠
年
未
満
〕

団
長
六
万
円
、
副
団
長
五
万

円
、
分
団
長
、
部
長
、
斑
長

四
万
五
千
円
、
団
員
四
万
円

【
郡
年
以
上
】

団
長
七
万
円
、
副
団
長
六
万

円
、
分
団
長
、
部
長
、
班
長

五
万
五
千
円
、
団
員
五
万
円

1
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…
八
月
は
台
瓜
の
季
節
と
も
い
す
が
、
こ
の
台
風
の
大
半
が
台
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
津
波
、

え
ま
す
。
「
天
災
は
忘
れ
た
こ
湾
の
ほ
う
か
ら
上
陸
す
る
の
で
高
洲
、
高
波
、
こ
う
水
、
地
す

る
に
や
っ
て
く
る
」
と
は
科
学
台
風
と
名
、
つ
け
ら
れ
た
と
い
わ
く
り
、
が
け
く
ず
れ
な
ど
の
災

者
寺
田
寅
彦
の
言
っ
た
こ
と
で
れ
ま
す
。
害
を
と
も
な
い
ま
す
。
こ
の
台

す
が
、
こ
の
ご
ろ
で
は
忘
れ
ず
わ
が
国
で
は
風
速
十
七
メ
ー
風
シ
ー
ズ
ン
に
ま
ず
心
得
て
お

一
編
』
や
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。
日
ト
ル
以
上
の
も
の
を
台
風
と
呼
き
た
い
こ
と
は
、

本
の
ど
こ
か
で
か
な
ら
ず
大
き
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
一
秒
間
に
①
新
聞
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の

な
被
害
が
あ
り
ま
す
。
二
十
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
風
が
台
風
予
報
に
注
意
す
る
・

台
風
は
北
西
て
シ
ア
大
陸
の
吹
い
て
い
る
範
囲
を
暴
風
間
と
②
保
存
食
糧
の
確
保
、
玉
ね

防
波
堤
の
役
目
を
果
た
し
て
い
し
て
い
ま
す
。
こ
の
二
十
五
〆
き
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ハ
ム
、

る
日
本
列
烏
の
宿
命
と
も
言
え
１
ト
ル
の
風
速
は
、
平
方
メ
ー
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、
カ
ン

る
で
し
ょ
う
。
ト
ル
当
り
六
十
二
キ
ロ
の
圧
力
ヅ
メ
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
生
や

台
風
ｌ
タ
イ
フ
ー
ン
（
英
語
）
が
か
か
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
い
さ
い
な
と
を
用
意
す
る
。

ｌ
ち
ょ
っ
と
語
呂
が
似
て
い
る
わ
ぱ
米
だ
わ
ら
を
一
つ
、
雨
戸
③
ガ
ラ
ス
戸
な
ど
ガ
タ
つ
く

の
で
、
外
来
語
、
か
と
思
わ
れ
ま
に
ぶ
つ
け
た
ほ
ど
の
力
で
す
。
と
こ
ろ
に
、
古
ハ
ガ
キ
、
新

６
月
略
日
、
新
潟
地
方
を
中
ま
す
。
年
７
組
６
百
卯
円
、
み
の
わ
技

心
に
大
地
震
が
あ
り
、
大
ぜ
い
災
害
地
の
皆
さ
ん
に
は
一
日
芸
学
院
１
万
３
百
理
門
、
鎌
田

の
人
た
ち
が
災
害
を
受
け
ま
し
も
早
く
立
ち
な
お
っ
て
い
た
だ
安
太
郎
５
百
円
、
市
内
一
婦
人

子
！
く
と
と
も
に
、
社
会
に
あ
た
た
千
円
、
高
萩
婦
人
会
３
千
円
、

易
」
。

そ
こ
で
市
で
は
、
災
害
地
の
か
い
灯
を
と
も
し
て
く
だ
さ
つ
高
蕨
未
亡
人
会
３
千
円
、
山
越

皆
さ
ん
に
暖
か
い
愛
の
手
を
さ
た
大
ぜ
い
の
侍
さ
ん
に
深
く
感
梁
史
千
円
、
高
萩
協
同
病
院
ｌ

し
の
一
雲
へ
て
あ
げ
よ
う
万
１
千
８
百
抑
円
、

キ
リ
ス
ト
教
幼
靴
園

諦
蕊
瀧
繩
新
潟
地
震
の
援
助
金
一
円
、
高
萩
牢
Ｉ
Ｒ

柵
祉
事
務
所
で
援
助
ｃ
衣
類
２
百
犯
点
、

７
月
”
日
現
在
帥
万
４
千
円
ノ
ー
蝿
冊
、
鉛
筆

金
品
の
受
付
け
を
し

ま
し
た
。
七
月
二
十
百
挫
本
、
消
一
コ
ム
７

三
日
現
在
大
ぜ
い
の
人
た
ち
か
謝
し
ま
す
。
価
、
そ
の
他
過
、
藤
田
国
男
、

ら
義
援
金
総
額
六
十
万
四
千
余
ｒ
松
岡
農
協
Ⅱ
千
８
百
円
、
下
衣
類
総
点
、
本
３
冊
靴
３
足
、

円
、
物
品
多
数
が
寄
せ
ら
れ
ま
君
田
婦
人
会
千
円
、
高
萩
小
児
高
萩
中
１
年
市
村
典
子
外
２
名

し
た
〕
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
童
会
６
千
７
百
甥
円
、
高
萩
中
衣
類
羽
点
、
靴
４
足
、
高
萩
小

た
州
い
義
援
金
品
は
直
ち
に
気
Ｊ
Ｒ
Ｃ
１
万
り
千
鯉
Ｈ
、
朝
日
長
山
組
、
衣
類
、
学
用
品
。

の
毒
な
披
害
者
へ
贈
ら
れ
て
い
産
業
Ｋ
Ｋ
３
千
円
、
高
萩
中
１
▽
市
内
各
組
内
温
万
５
百
卯
円

に
支
柱
を
立
て
る
＄

聖
懐
中
電
灯
、
口
ｌ
ソ
ヶ
を

用
意
す
る
。

⑤
出
水
に
そ
な
い
て
避
難
場

所
を
き
め
て
お
く
。

そ
の
他
万
全
の
処
置
を
日
ご

ろ
か
ら
考
え
て
お
く
こ
と
が
た

い
せ
つ
で
す
。

気
軽
に

〃
行
政
相
談
を
〃

わ
が
国
は
民
主
化
さ
れ
ま
し

た
。
国
は
国
民
の
声
を
聞
い
て

本
当
に
国
民
の
た
め
に
な
る
、

無
駄
の
な
い
、
便
利
な
仕
事
を

し
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
役
所
の
仕
事
で
、

不
利
益
を
う
け
た
り
不
満
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
ま
た
、

そ
の
筵
と
を
、
ど
こ
へ
訴
え
て

い
か
迷
っ
て
い
る
方
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

気
軽
に
行
政
相
談
員
に
申
出

て
下
さ
い
。
直
接
、
手
紙
か
電

紺
で
監
察
局
に
巾
川
ら
れ
て
も

結
構
で
す
。
円
満
に
解
決
す
る

よ
う
、
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。
い

ず
れ
も
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

そ
し
て
皆
さ
ん
の
日
常
生
活

を
明
る
く
楽
し
い
も
の
に
い
た

し
ま
し
よ
』
７
。

記

行
政
相
談
委
員
は

神
代
虎
五
郎
さ
ん

と
こ
ろ

市
内
上
手
綱
三
、
四
○
三

間
紙
な
ど
を
は
さ
ん
で
お
く
一

こ
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
家
）

ー

天
気
で
現

在
葉
イ
モ
チ
病
の
発
生
が
各
所

に
見
ら
れ
ま
す
。
次
川

溌
蕊
蕊
凧
策

淡
の
点
に
縛
腫
溌
凧
対

一
と
Ｆ
て
、
Ｃ

ｌ
）
一
）
Ｌ

Ｈ
、
水
田
稲
作
の
見
州
の

一

め
る誌

縣
源
耐
稻

凉
溌
誌
胸
水

て
い
ま
す
。
ま
た
、
川
の

最
近
十
年
間
の
イ
モ
川
信
Ｄ

チ
病
発
生
面
積
の
推
川
、

移
を
み
て
も
、
窒
素
川
杓
御

肥
料
の
施
用
量
が
年
川
れ

を
増
加
す
る
の
に
平
川
一
）

行
し
て
、
イ
モ
チ
病
川

の
発
生
面
積
が
増
加
し
て
い
る

傾
向
が
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
す

国
、
灘
排
水
に
は
注
意
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
イ
モ
チ
病

が
発
生
し
は
じ
め
た
ら
田
面
に

亀
れ
つ
が
生
じ
る
程
排
水
し
ま

午
i

1 1

七
月
に

入
り
つ
ゆ

、
も
よ
う
，

、
●

葉
イ

●
、

モ
チ

＠病

す
と
、
か
え
っ
て
発
病
が
増
加

し
ま
す
。

葉
イ
モ
チ
柄
を
予
防
す
る
た

め
に
は
次
の
よ
う
な
薬
剤
を
散

布
し
、
一
週
間
お
き
に
二
’
三

回
散
布
し
ま
す
。

○
・
《
：
：
水
銀
剤
．
．
…
．

粉
剤
の
場
合
は
十
ア
ー
ル
当

り
三
’
四
キ
ロ
散
布
す
る
、
水

銀
液
剤
は
十
ア
ー
ル
当
り
水
銀

量
二
、
五
’
三
ｇ
を
水
百
Ｊ
に

溶
し
散
布
す
る
。

川
○
》
：
・
ブ
ラ
エ
ス
Ｍ
・
…
．
．

Ⅲ川
水
和
剤
百
？
を
水
百
〃

Ⅲ川
に
溶
し
て
散
布
、
紋
枯
病

Ⅲ川
を
か
ね
て
防
除
す
る
場
合

Ⅲ川
は
、
マ
ッ
プ
粉
剤
セ
レ
ジ

ⅢⅢ
ツ
ト
十
ア
ー
ル
当
り
三
ｌ

Ⅲ川
四
キ
ロ
散
布
す
る
。

Ⅲ川
い
ず
れ
も
ミ
ス
ト
機
使

Ⅲ川
用
の
場
合
は
三
百
倍
’
五

Ⅲ川
百
倍
液
濃
度
を
十
ア
ー
ル

Ⅲ川
当
り
三
十
’
四
十
〃
散
布

川
す
る
。

Ⅲ

Ⅲ
、
＠
、
、
、
、

ⅡⅢ
し
ま
は
が
れ
病

Ⅲ川
後
期
発
病
と
保
毒
虫
で

Ⅲ川
あ
る
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
ヵ
の

川
防
除
を
か
ね
て
発
生
、
生

Ⅲ川
息
の
多
い
所
は
、

Ⅲ川
○
・
・
…
・
Ｂ
Ｈ
Ｃ
三
％
粉
剤

ⅢⅢ
ご
ブ
ソ
ン
紛
剤
一
、
五

ⅢⅢ
％
を
ア
ー
ル
当
り
三
’
四

キ
ロ
散
布
す
る
、
ス
ミ
チ
オ
ン

乳
剤
千
倍
液
を
十
ア
ー
ル
当
り

百
〃
散
布
す
る
。

ミ
ス
ト
機
使
用
の
場
合
は
約
三

倍
濃
度
の
も
の
を
四
十
〃
散
布

季

，

》

○

。
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◎
結
核
は
ま
だ

恐
ろ
し
い
病
気
の
一
つ
〃
》

戦
後
の
急
速
な
医
学
の
進
歩

に
よ
り
、
結
核
に
よ
る
死
亡
率

は
非
常
に
少
く
な
く
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
結
核
患
者
は

依
然
と
し
て
減
ら
ず
永
い
療
養

生
活
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

特
に
競
近
は
老
人
結
核
と
よ

ば
れ
、
六
○
才
以
上
の
高
年
令

司
に
於
け
る
患
者
が
急
激
に
増 蕊

蕊

／）
）
〉
〉

生

一
一

加
し
て
お
り
、
我
が
国
特
有
の

国
民
猫
と
し
て
の
不
安
は
、
ま

だ
ｊ
、
続
き
死
亡
率
も
矛
七
位

を
示
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
様
に
恐
ろ
し
い
病
気
で

あ
る
結
核
は
、
早
期
発
見
、
早

期
治
療
が
唯
一
の
手
段
で
あ
り

ま
す
が
、
伝
染
性
の
病
気
で
あ

る
以
上
地
域
社
会
か
ら
結
核
を

な
く
す
た
必
に
は
、
一
人
も
れ

な
く
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と

一
ゞ
つ
芦
」
‐
と

が
絶
対

的
な
要

素
で
あ

り
ま
す

診
断
を

受
け
る

こ
と
は

自
分
を

守
る
こ

と
は
勿

鈴
け
Ｌ
Ｌ
還
式

雪
印
士
↑
ｆ
工

を
守
る

こ
と
に

も
な
り

ま
す
。

◎
俺
は

大
丈

夫
″

私
の
家

は
結
核

の
血
統

て
な
い

か
ら
″

こ
ん
な
言
葉
を
よ
く
耳
に
し

ま
す
が
こ
う
し
た
考
え
が
思
わ

ぬ
結
果
を
生
ん
で
し
ま
い
ま
す

結
桜
患
者
が
依
然
減
ら
な
い
の

は
、
各
人
の
こ
う
し
た
考
え
が

意
外
に
多
い
結
果
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

我
、
が
国
で
は
、
国
民
病
で
あ

る
結
核
を
撲
滅
す
る
た
め
に
、

結
核
予
防
法
と
云
う
法
律
を
つ

く
り
、
年
一
回
似
上
国
民
の
総

べ
て
が
、
健
康
診
断
を
受
け
る

義
務
を
、
法
律
の
中
で
規
定
し

て
お
り
ま
す
。

○
家
族
揃
っ
て
健
康
診
断
は

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
〃
・

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
法

律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
手
．
が
、

作
年
度
は
地
区
の
衞
隼
委
員
さ

ん
の
特
段
の
御
協
力
に
よ
り
、

予
想
以
上
の
実
績
を
納
釣
る
事

が
出
来
ま
し
た
が
、
市
全
体
と

し
て
は
ま
だ
五
四
パ
ー
セ
ン
ト

に
終
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
更

に
衞
椛

委
員
さ
ん
と
の
懇
談
会

を
中
心
に
、
結
核
を
な
く
す
通

勤
を
盛
り
上
げ
る
と
共
に
、
一

○
○
・
〈
－
セ
ン
ト
の
受
診
を
目

標
に
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、

市
民
各
位
の
理
解
と
協
力
を
特

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１
、
結
核
性
の
疾
患

結
核
性
で
あ
れ
ば
内
臓
で
あ

ろ
う
と
身
体
各
部
位
の
ど
こ

に
現
わ
れ
た
も
の
で
も
よ
い

ｚ
、
呼
吸
器
の
疾
患

原
因
は
な
ん
で
あ
つ
て
も
よ

◎
健
康
診
断
の
註
ヨ
者
と

実
施
予
定
は

Ｈ
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影

油
一
五
才
以
上
の
者
争
員

但
し
学
校
、
会
社
、
勤
務
先

等
で
健
服
診
断
を
受
け
て
い

る
者
は
除
か
れ
ま
す
。

㈲
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
検
斑
及
び

Ｂ
Ｕ
Ｇ
接
種

生
後
三
ヶ
月
よ
り
油
三
○
才

氷
満
の
者

但
し
学
校
、
会
社
勤
務
荷
を

l
t ’結核精神障害者にも福音

年
金
法
の
一
部
改
正

国
民
年
金
の
一

部
が
改
正
さ
れ
て

い
ま
ま
で
障
害
年

金
と
障
害
福
祉
年

金
の
支
給
対
象
者

は
身
体
外
部
に
現

わ
れ
た
障
害
を
も

つ
人
に
限
ら
れ
て

砧
ク
ロ
ロ
／
》
て
、
。
、
二
０
１

。
Ｉ
〕
、
斗
叫
己
、
ｌ
Ｌ
Ｔ
－
Ｊ
ｆ
，
力
律
‘
璽
討
銅

し
く
つ
ぎ
の
よ
う

な
身
体
内
部
に
障

害
を
も
つ
人
に
も

程
度
に
応
じ
た
年

金
が
昭
和
三
十
九

年
九
月
分
か
ら
支

給
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

【
極
狐
】

い
・

３
、
精
神
病

精
神
薄
弱
、
精
神
病
質
異
常

性
格
及
び
神
経
疾
（
ノ
イ
ロ

ー
ゼ
）
を
除
く
す
べ
て
の
精

神
病

【
程
度
】

「
偏
祉
年
金
」
。
：
…
前
記
の
病

気
の
た
め
他
人
の
助
け
を
借

り
な
け
れ
ば
日
常
生
活
が
で

き
な
い
程
度
の
も
の

「
拠
出
年
金
』
：
。
…
日
常
生
活

が
著
し
い
制
限
を
受
け
る
か

著
し
い
制
限
を
加
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
程
度
の
も
の

〔
い
つ
か
ら
〕

Ｉ
、
医
叩
に
初
め
て
診
察
を
受

け
た
と
き
か
ら
三
年
経
過
し
て

も
治
ら
な
い
と
き
は
、
三
年
経

過
し
た
と
き
の
病
状
あ
る
い
は

障
害
の
程
度
に
も
と
づ
い
て
、

そ
の
と
き
か
ら
支
給
さ
れ
る
。

２
、
三
年
以
内
に
、
こ
れ
ら
の

疾
病
が
治
っ
た
と
き
は
、
治
っ

た
と
き
の
障
害
の
程
度
に
も
と

づ
い
て
、
そ
の
と
き
か
ら
支
給

さ
れ
る
。

く
わ
し
い
こ
と
は
年
金
係
へ

除
く

白
精
密
検
査

間
接
撮
影
の
結
果
行
い
ま
す

㈲
実
施
予
定

八
月
中
旬
’
九
月
上
旬

農
山
村
地
区
、
炭
砿
地
区

十
月
中
下
旬
市
街
地
区

上
記
の
予
定
で
実
施
い
た
し

ま
す
が
、
検
診
は
す
べ
て
無
料

で
す
。
該
当
者
に
は
術
生
委
員

さ
ん
を
通
じ
受
診
票
を
配
布
い

た
し
ま
す
か
ら
、
指
定
の
と
こ

ろ
で
必
ず
検
診
を
受
け
て
下
さ

い
。

■
■
ｎ
ｄ
Ｆ
旬
』
＆
巳
用
揖
Ｆ
Ｌ
Ｊ
〃
』
勺
夕
⑤
司
令
Ｆ
も
〃
〃
巳
■
身
■
凸
凹
タ
色
牙
夕
』
■
夕
■
も
少
庁
迅
丘
夕
■
埴
■
ｒ
瓦

【
注
】
氾
月
納
期
は
距
日
限
り

で
す
が
そ
の
他
の
月
は
月
末
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

や
た
ず
ね
下
さ
い
。

開
放
シ
ー
ズ

ン
で
す

月
８
｜
Ⅲ
｜
Ⅱ u

市 税 ｜ 県

｜
税

▼
税2期I国民鯉康保原|謡2期ノ市民税 県民税

事業税

汀
詞
に

》
、
ワ
ノ
酢
Ｔ

3期市民税 ｜勤
県民税
自動車税

笠
の
辛
め
る
口
月 気凝

型m
|2 H期

国民健康保険1 2期事業税
雨I計洞庁{
巾民税
国民健康保険｛;’

4期

4期

4期県民税

－－－岡部言+税 一一
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電
話
を
お
か
げ
に
な
る
と
き

は
次
の
こ
と
を
よ
く
お
守
り
下

さ
い
。

、
ク
ロ
ス
バ
ー
自
動
電
話
は
普

通
の
自
動
電
話
と
次
の
点
が
ち

が
い
ま
す
。

▼
受
話
器
を
あ
げ
て
か
ら
”

秒
以
内
に
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し

は
じ
め
な
い
と
つ
な
が
り
ま

せ
ん
。

▼
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
す
と
ぎ
皿

秒
以
上
の
問
を
お
き
ま
す
と

お
話
中
の
状
態
と
な
り
ま
す

▼
ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
話
の
場

合
、
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し
終
っ

て
か
ら
相
手
を
呼
ぶ
ま
で
数

秒
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し
終
っ
て
、

な
ん
の
音
も
な
い
と
き
は
、

朧
械
が
動
い
て
い
る
と
き
で

す
か
ら
し
ば
ら
く
お
待
ち
に

な
っ
て
下
さ
い
。

▼
２
個
以
上
の
電
話
を
お
持

ち
の
加
入
者
（
番
号
簿
に
代

印
の
あ
る
）
へ
お
か
げ
に
な

る
と
き
代
表
番
号
以
外
の
番

号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
す
と
そ

の
番
号
に
だ
け
つ
な
が
り
お

話
中
の
と
き
は
他
の
番
号
に

つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

、
送
受
器
は
キ
チ
ン
と
か
け
ま

し
ょ
う
。

I6z5？
ｊ

ｊ
ｂ
番
号
を
た
し
か
め
て
か

｜Ｆ
Ｉ

話
し
が
終
っ
て
か
ら
送
受
器

は
静
か
に
キ
チ
ン
と
か
け
て
く

だ
さ
い
。
は
ず
れ
て
い
る
と
あ

な
た
の
電
話
は
叩
秒
ｌ
訓
秒
は

話
中
と
同
じ
状
態
に
な
り
料
金

の
ご
損
に
な
る
ば
か
り
か
他
の

お
客
か
ら
の
電
話
が
か
か
り
ま

せ
ん
。

、
ま
ず
電
話
番
号
を
た
し
か
め

て
か
ら
：
．
…
…
。

自
動
電
話
を
か
け
る
と
き
は

３
つ
の
音
を
聞
き
わ
け
る
こ
と

が
か
ん
じ
ん
で
す

音
送
受
器
を
と

信
っ
て
耳
に
あ

発
て
る
と

軽
い
連
続
音
が
聞
え
ま
す
。

蝋
餓
副
暇
熟
；
ｉ
蝿
！
“
側
“
；
！
‐
簾
砿
《

１
勺
’
０
Ｉ
Ｄ

鋤
Ｉ
！
”
脇
！
〕

１
，
。
‘
ｆ
ｒ

Ｅ
１
・
’
‐
１
．
・
ｌ

Ｉ
Ｄ
Ｐ
ｌ
ｏ
ｐ

ｏ
ｏ
ｊ
ｑ

・
ｏ
ｌ
ｏ
・
Ｌ
ｆ

。
①
ｊ
■
■
ｌ
■
■

・
Ｄ
Ｉ

１
△
・

▽
ｄ
ｆ
０
。
Ｉ
“
・
Ｉ
ロ
ロ

。
Ⅱ
Ｄ
・
ｆ
ｏ

罪
。
‐
；
，
．
．
…
・
Ｉ
，
岬
．
．
ｈ
い
、
削
肝
．
●
卜

訳
‐
・

・
０
１
●
。
’
“
ｌ
ｐ
Ｌ
Ｉ
ｐ
ｑ
ｊ
ａ
ｑ
ｌ
ｐ
“
Ｉ
ｂ
ｐ
Ｌ

ｐ
・
１
．
Ｌ
１
●
ｏ
ｑ
０
ｌ
ｏ
け
り

ｌ

◇

・

９

“

巴

Ｉ

０

ｔ
ｐ
ｐ
１
キ
ロ
１
面
イ
ト
Ｄ
’
１
．
Ｆ

ロ
ロ
ー
執
．
Ｆ
Ｄ
。

“
’
４
。
。

Ｌ
４
も〃＝菫、

〃
、

一
ｒ
ｋ
ｌ
ｌ

乱

－
１
に
な
る
と
き
の
注
意

電
話
を
お
か
け

一
、
／
７｜
／

一
形
一

一
乙

お
か
げ
に
な
る
前
に
相
手
の

番
号
。
を
電
話
番
号
簿
で
確
め
ま

し
よ
う
。
間
違
っ
て
か
け
ま
す

と
料
金
や
時
間
も
む
だ
に
な
り

ま
す
し
、
先
方
に
も
大
変
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

、
電
話
番
号
は
４
ケ
タ
で
す
。

自
動
電
話
に
な
り
ま
す
と
電

話
番
号
は
４
ケ
タ
に
な
り
ま
す

た
だ
し
局
用
電
話
に
は
３
ケ
タ

番
号
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
音
は
「
ど
う
ぞ
お
使
い
く

だ
さ
い
」
の
あ
い
ず
で
す
。
こ

の
音
を
確
か
め
て
か
ら
す
ぐ
ダ

イ
ヤ
ル
を
回
し
て
く
だ
さ
い
、

間
隔
の
長
い
断
続
音
（
相
手

を
呼
ん
で
い
る
ベ
ル
の
青
）
が

聞
え
ま
し
た
ら
、
こ
れ
は
相
手

を
呼
び
出
し
て
い
る
あ
い
す
で

す
。

相
手
が
出
る
ま
で
そ
の
ま
ま

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

|呼出音’
グ
イ
ヤ
ル
を

回
し
終
っ
た

、
し
／
」
、
）
一
弐
（
」
。
。
。
■
。
ァ
○

■
■
０
■
屯
■
可
固
■
日
日
■
Ｒ
Ｅ
１
■

間
隔
の
短
か
い
断
続
音
が
聞

え
ま
す
。
こ
の
音
は
汚
・
話
中
の

あ
い
ず
で
す
か
ら
、
い
っ
た
ん

送
受
器
を
か
け
て
、
し
ば
ら
く

し
て
か
ら
も
う
一
度
か
け
な
、
お

し
て
ノ
、
だ
さ
い
。

日
■
０
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■

音
ダ
イ
ヤ
ル
を

中
一
回
し
終
っ
た

エ
‐
（
Ｈ

‐
〆
」
「
）
一
弐
一
」
。
Ｄ
・
ｏ
ｆ
・
○

号
一
口
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一

家
屋
評
価
に

ご
協
力
を
／
，

固
定
資
産
税
の
課
税
の
基
本

と
も
な
る
べ
き
家
屋
の
評
価
に

Ｉ
つ
い
て
は
、
従
来
新
築
家
屋
に

つ
い
て
の
み
、
毎
年
実
施
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
度
評
価
基
準

等
の
改
正
に
よ
り
、
全
家
屋
に

対
し
て
再
一
評
価
を
行
う
こ
』

一に

な
り
ま
し
た
の
で
、
七
月
下
旬

よ
り
税
務
課
員
が
各
戸
に
評
価

の
た
め
お
伺
ひ
し
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
（
税
務
課
）

近
年
社
会
情
勢
の
著
し
い
変

動
に
と
も
な
い
、
家
庭
に
お
け

る
児
童
養
育
に
関
し
て
、
種
々

複
雑
な
問
題
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
。
家
庭
児
童
相
談
室
は
こ

れ
ら
の

家
庭
児
童
の
た
め
に
、

專
問
的
相
談
、
助
言
、
指
導
の

場
を
提
供
し
、
又
家
庭
児
童
に

関
係
あ
る
集
団
に
対
し
て
も
、

同
様
の
便
益
を
提
供
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

様
な
目
的
で
七
月
一
日
よ
り
高

萩
市
福
祉
事
務
所
に
開
設
し
ま

し
た
。
家
庭
児
童
相
談
室
に
は

相
談
に
応
ず
る
た
め
、
精
神
衞

生
学
、
心
理
学
專
問
の
先
生
と

多
年
教
育
に
経
験
の
あ
る
先
生

と
福
祉
事
務
所
の
、
社
会
編
祉

主
事
の
三
者
の
ス
タ
ッ
フ
で
子

供
の
こ
と
な
ら
何
で
も
良
き
相

’ 県
下
に
先
が
け
て

家
庭
児
童
相
談
室
を
開
設

’
1

談
相
手
と
な
り
ま
す
の
で
気
軽

に
相
談
に
お
出
か
け
下
さ
い

叉
ご
希
望
で
あ
れ
ば
こ
ち
ら

か
ら
出
張
相
談
に
も
應
じ
ま
す

◎
定
例
相
談
日

毎
週
火
曜
日
午
后
一
時
か
ら

午
后
三
時
三
十
分
ま
で

◎
と
こ
ろ
市
研
修
会
館
内

随
時
相
談

毎
週
月
曜
日
よ
り
木
曜
日
ま

で
、
午
前
九
時
よ
り
午
後
四

時
ま
で

と
こ
ろ
市
謡
祉
事
務
所

◎
相
談
員

広
木
仙
也
（
大
原
病
院
副
院

長
）

橋
本
勇
（
元
秋
山
小
学
校

長
）

大
越
隆
（
社
会
福
祉
主
事
）

ご協力 ありがとう

目標額436.000円

実績額537.72()円

肘2m円{鳴晶締職舶
］0()円

･…･ “123.3％

日赤募金’
戸別募金376

大口募金］61

達成率…－

－394－


